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国語部会国語部会

～授業づくりとその実践～

国語部会研究推進委員

□ 福岡県香春町立勾金小学校□ 福岡県香春町立勾金小学校
教諭 宮成 努

□ 熊本県南小国町立市原小学校
教諭 廣津 望都

□ 宮崎県五ヶ瀬町立三ヶ所小学校
教諭 津奈木 考嗣
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他教科との違和感とは？

算数の知識
新しい計算の仕方・器具の使い方
図の描き方・表の見方・グラフ・・・・・・

問題解決
これまで知らなかった知識の獲得に

よる、合理的な問題解決を実感する
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他教科との違和感とは？

国語の知識国語の知識
国語の学力は、全ての学力の基礎であ

る言語力に係る部分が大きい

生活経験 学習経験による個人差生活経験・学習経験による個人差

レディネスをそろえて授業ができない

協調学習の神髄
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国語科の研究の方向性として

知識と出会わせ、知識を獲得させる知識と出会わせ、知識を獲得させる
協調学習の在り方を探る

キーワードは

視点別学習

子どもの困り感
内言語化されたイメージを外化できない
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本日紹介する実践

① ジグソーで読書の世界を広げる① ジグソ で読書の世界を広げる
第５学年 ～宮沢賢治作品を読む～
第６学年 ～椋鳩十作品を読む～

② ジグソーで書く力を養う
第６学年 ～意見分を書こう～
第５学年 ～表現技法を活用しよう～第５学年 ～表現技法を活用しよう～

③ ジグソーで豊かな読みを
第４学年 ～ごんぎつねを読む～

文学の授業

―「読書の世界を広げよう」－
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文学の理解を深めることを
ねらった教材ねらった教材

・「読書の世界を広げよう」

ある作者の複数の作品を読み、作品に共通する書き方

の特色や、作者のものの見方や考え方にせまる。

「ごんぎつね・「ごんぎつね」
兵十の視点、ごんの視点からそれぞれ物語を読み進め、
ふたつの読みを統合することでふたりの心情曲線が接近
するタイミングを議論する。

新しい学びプロジェクト年次報告会

「読書の世界を広げよう」「読書の世界を広げよう」

①宮沢賢治作品を題材に（廣津望都教諭）

『よだかの星』『虔十公園林』

『なめとこ山のくま』

新しい学びプロジェクト年次報告会

『なめとこ山のくま』

②椋鳩十作品を題材に（宮成努教諭）

『栗野岳の主』『月の輪グマ』『片足の母
スズメ』
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授業の
ねらい 先生が子どもに

活用できるように

その知識を活用して
取り組んでほしい発展的課題

「読書の世界を広げよう」の授業のデザイン

ある作者の作品に共通する
書き方の特色や、

作者のものの見方や考え方

ジグソー活動

ジグソー法
の主眼

活用できるように
なってほしい知識

授業の柱となる課題

にせまる。

エキス
パート

A
エキス
パート

B

エキス
パート

C

問いに答えを出すための部品となる知識

⇒「身に付けてほしい知識」を分割

作品A
の読み

作品C
の読み作品Bの

読み

授業の流れ（宮沢賢治作品の例）

新しい学びプロジェクト年次報告会
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授業の様子（宮沢賢治作品での実践）

新しい学びプロジェクト年次報告会

授業の様子（椋鳩十作品での実践）

ジグソー活動

教室全体の様子

理解を言葉に

新しい学びプロジェクト年次報告会

テキストに戻る

理解を言葉に
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授業の様子（椋鳩十作品での実践）

クロストーク

各グループの考えを掲示
まとめ

クロスト ク

新しい学びプロジェクト年次報告会

各グループの考えの交流

子どもたちの考え エキスパート

宮沢賢治作品での実践より宮沢賢治作品での実践より

文章表現の特徴 作者の考えや願い

○日常生活で使わないよう
な言葉を使っている。
○主人公をより目立たせる
ように書いている

○たった一つの命を大切に
してほしいという願いが伝
わってきた。
○見た目で判断していじめ

新しい学びプロジェクト年次報告会

ように書いている。
○題名に主人公の名前が
入っている。
○色や物で表現してある場
面が多い。

○見た目で判断していじめ
はいけないという願いが伝
わってきた。
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椋鳩十作品での実践より

子どもたちの考え エキスパート

文章表現の特徴 登場人物の気持ち 作者の考えや願い

○動物が登場
○比ゆできれいに感
じさせる。
○音や色で表現して
いる

○栗野岳の主は家
族を守る。長年の
勘に自信がある。
○『月の輪グマ』
母グマの子どもを

○勇かんで仲間思
いの人になってほ
しい。
○人間と動物が共
生できる世界をつ

新しい学びプロジェクト年次報告会

いる。
○結局人間は動物を
つかまえられない。
○季節が秋

母グマの子どもを
思う気持ち。

生できる世界をつ
くってほしい。
○自然を簡単に邪
魔してはいけない。

授業の最後での子どもたちの考え

『宮澤作品の書き方の特徴と考えや願い』

新しい学びプロジェクト年次報告会
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授業の最後での子どもたちの考え

『椋鳩十作品の書き方の特徴と考えや願い』

新しい学びプロジェクト年次報告会

授業後の子どもたちの感想

○1人で学習をするよりか、3人や4人でする方が速く進ん
で、ジグソー学習でまとめて楽しかったです。

○ジグソー学習をして初発の感想をもう一度見たときに、
ジグソー学習をしたら考えが深まっていたので、もう一
度同じ作品を読んでみたいなと思いました。

○同じ作者の作品を比べながら読んだり、共通点を見つけ
たりするのを初めてしたので楽しかった。

新しい学びプロジェクト年次報告会
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授業後の教師の感想（廣津実践）

○個別支援を要する子どもも 自分の考えを積極的に話し○個別支援を要する子どもも、自分の考えを積極的に話し
ていた。また、課題に沿って確実に話し合いを進めるこ
とができていた。

○いきついてほしい認識が明らかになっているとき、ジグ
ソー法は効果的であると考える。今回の学習は宮沢賢治
の作品観が確立されていたので、クロストークをしたあ
とのいわゆる「おとしどころ」をつくることができ そとのいわゆる「おとしどころ」をつくることができ、そ
こに自分たちの話し合いによって近づけたという達成感
を味わうことができたのではないかと考え る。

新しい学びプロジェクト年次報告会

授業後の教師の感想（宮成実践）

が○教師が一斉学習で指導していくのではなく，子どもたち
が自分たちの考えをもとに話し合いで課題に迫っていく
ことができており，「自分たちで考えられた！」という
ような『成就感』を味わえていた。

○子どもたち一人一人の作品のとらえ方や考えの違いがあ
ることで，共感が生まれたり，読み方に深まりができた
り たりした。

新しい学びプロジェクト年次報告会



「新しい学びプロジェクト」平成２２年度報告会 国語科報告資
料

2011年2月10日

13

意⾒⽂を書こう

⼩学校 ６年⽣

単元の⽬標
○ ⾃分が発信したいテーマを決め、⾃分
が伝えたいことや考えたことを進んで書
こうとすることができる。

○ ⽬的や意図に応じて、書く事柄を収集し、
全体を⾒通して事柄を整理することができ
るる。

○ ⾃分の考えを明確に表現するため、⽂
章全体の構成の効果を考えることができ
る。
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学習の流れ

材

エキスパート活動・ジグソー活動・クロス
トーク

仮
の
要

下

書

意
⾒
⽂
の
材

材
料
収

要
旨
決

材
料
整
理
・

清 発

表

旨 き 材
料 集 定 構

成
書 会

エキスパート活動

Ａ グループで
・要旨Ａ

Ｂ Ｃ
・材料

Ｂ Ｃ



「新しい学びプロジェクト」平成２２年度報告会 国語科報告資
料

2011年2月10日

15

意⾒⽂Ａ
反対意⾒・体験談の⼊った⽂

意⾒⽂Ｂ
データ・具体例の⼊った⽂

意⾒⽂Ｃ意⾒⽂Ｃ
体験談・インタビューの⼊った⽂

意⾒⽂を読み、
要旨について交流

材料についての
話し合い
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ジグソー活動

ＡＡ
新しいグループで
効果的な材料

Ｂ Ｃ

それぞれの意⾒⽂の
要旨と材料を紹介

効果的な材料に
ついての話し合い
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班で考えた材料の
発表準備

全体交流

課題の材料を考える。
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材料の話し合い

クロストーククロスト ク

全体交流

材料の付け加え
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実践を通して・・・
○ どんな材料を取り入れたらいいのか分からなかっ
た児童にとって、材料の視野が広がった。

○ クラスの友だちにアンケートをとったり、体験談を取
り入れたりと、自分の書いていたメモに材料の付け加
えができた。

△ 自分の伝えたいことにあわせて、集めた材料の取
捨選択や効果的な活用の仕方などの指導が不十分捨選択や効果的な活用の仕方などの指導が不十分
だった。

△ ジグソー活動での課題文で『マンガ』というテーマ
が子どもたちにとって身近すぎたため、その前に話し
合った材料の活用が少なかった。

物語作りの表現の工夫
5年生5年生
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単元の目標

写真から想像を広げ、構成や表現を工夫して物語
を書き 交流するを書き、交流する。

効果を考えて表現を工夫
することができる。中心的なねらい

友達の作品を読んで 表現の

新しい学びプロジェクト年次報告会

友達の作品を読んで、表現の
よさを見つけたり、よりよく
する助言をしたりすることが
できる。

ジグソー法の活用

効果を考
えて表現
を工夫す

授業のねらい

先生が子どもに

活用できるように

学んだ表現の工夫を活用して，
実際に物語を書く

「物語作りの表現の工夫」の授業のデザイン

表現の工夫をして 伝えたることが
できる。 答えを出して

ほしい課題

活用できるように
なってほしい知識

授業の柱となる課題

表現の工夫をして、伝えた
いことが読者に伝わる表現
豊かな文章を書くにはどう

すればよいか。

エキスパートA エキスパートB エキスパートC

比喩による表現の
工夫とその効果

エキスパートA エキスパートB エキスパートC

擬人法による表現
の工夫とその効果
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授業の様子

この文にはどんな工夫があるのかな
（エキスパート活動）

みんなの発見をあわせると

新しい学びプロジェクト年次報告会

僕の考えたことは…
（クロストーク）

どうなるだろう
（ジグソー活動）

比喩による表現の工夫と
その効果（児童の記入例）

新しい学びプロジェクト年次報告会
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擬人法による表現の工夫と
その効果（児童の記入例）

新しい学びプロジェクト年次報告会

ジグソーグループの活動
（児童の記入例）

新しい学びプロジェクト年次報告会
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表現の工夫の活用

新しい学びプロジェクト年次報告会

比喩や擬人法を使って，
この文にどんな工夫ができるだろう

わたしの作った物語，
どうしたらもっと素敵になるかな

作文の工夫例

新しい学びプロジェクト年次報告会
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授業後の教師の感想
（良かった点）

○研究授業当日の様子はあまり活発ではなかったが 授業○研究授業当日の様子はあまり活発ではなかったが、授業
後、実際に物語を書く際に、表現の工夫や効果について
振り返ったところ、学習内容をよく把握していた。書い
た物語を友達と読み合う活動では、友達が書いた文章の
表現の工夫や効果についてよさを見つけたり、その効果
について伝えたりする姿が見られた。

○工夫さ れた文と工夫を除いた文を比較し、「どんな工
夫があるのか？」、「どんな効果があるのか？」につい
て考えることは意義があると感じ た。

新しい学びプロジェクト年次報告会

授業後の教師の感想（課題）

●課題が抽象的だったためか、まず、自分の考えをもつこ●課題が抽象的だったためか、まず、自分の考えをも こ
とが難しく、話し合いはあまり活性化しなかった。

●それぞれの学習プリントに適切なことは書かれていたが
、それを合わせて表現の効果まとめると、「わかりやす
い」などに集約されてしまうグループが多かった。

新しい学びプロジェクト年次報告会

子どもたちの学び合いを生み出すためには、
資料の難易度、説明の仕方、意欲を高める課
題や活動の設定、目的意識の持たせ方などを
改善する必要がある。

課題
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改善案―次の実践に向けて―

①何の工夫もない文章を提示し、「なんだかおもしろくないな
あ 」と 思わせておき 「どうすればいいかな？」という課題あ。」と、思わせておき、「どうすればいいかな？」という課題
をもたせる。

②エキスパート学習で表現の工夫とその効果について話し
合う。

③ジグソー学習で、文を書きかえる（推敲）のにエキスパート
学習で学んできたそれぞれの技法を活用する活動をメイン
に置く。

新しい学びプロジェクト年次報告会

置く。

（説明をするときには、「この文章が、このような工夫をする
と、こんなふうにかわります。」という話し方がよさそう。）

④クロストークで、文章がどう変わったかを出し合い、「表現
の工夫のよさ」を話し合う。

ジグソーで豊かな読みを広げよう！

第４学年 「ごんぎつね」
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①① ⑤⑤ ①① ①①

エキスパート学習の流れ

① ワークシートに抜粋さ
れた叙述について、まず
個人で登場人物の心情を
考える。

② 同じグループで意見を
交換する。交換する。

③ 同じ視点だが、別の観
点で話し合った友達と意
見の交換をする。

なぜ、ごんはあんなこ
とをしたんだろうね？

ぼくは、こう思うけど
ね！
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同じ視点のエキスパートでも、国語の場合
感じ方は人それぞれ

しかし、そこには多少の妥当性、共通性が
見いだせなければ、叙述に即して読んだと
は言えない。

ある種の制約の中に、多様性を生み出させ
る。（今回は心情曲線に整理させた。）

付箋紙で心情曲線を作成する。
話し合いで、必要のない物は剥がしていく。
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ここで、初めて二つの登
場人物の心情が交流する。

① エキスパート学習の付
箋で整理された心情曲線
を１枚のワークシートに
まとめる。

② ごん、兵十のそれぞれ
の心情を出し合い 両者の心情を出し合い、両者
の気持ちが近づくのか話
し合う。

③ 最終的なグループなり
の結論を決定する。

最終的な結論を心情曲線
で確認すると？

物語のクライマックス場
面で、捉え方に違いがある
ことに気付く。

特に、ごんに対する兵十
の思いは 様々であること ごんと兵十は分かりあえたのの思いは、様々であること
が分かる。

違いの原因は何か？設定
を少し変えて、物語の続き
を考えて見る。

ごんと兵十は分かりあえたの
か？

分かり合えた
ＶＳ

分かり合えなかった
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兵十とごんが分かり合えたと
読み取ったグループの作品

兵十とごんが分かり合うには
時間のずれが大き過ぎたと判
断したグループの作品
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【成果】
○ 登場人物の心情を、完全に二分した形態学習
した結果、最後のクロストークまで、自分たち
の読み取った心情を大切にしながら、思考し続
けていた。

○ 他者との意見の違いを認めながらも、自分の
考えに根拠を持ちながら説明する様子が多く見
られるようになった。

【課題】
● ジグソ による心情のすり合わせ場面では● ジグソーによる心情のすり合わせ場面では、
ＡＢ共通の視点提示をしなければ、話し合いが
活性化しないので、再度指導法を改善する必要
がある。

● メモを取るスキルは、協調学習においては必
要十分条件である。

国語部会
研究の成果と課題

【成果】【成果】
○ 全ての実践において、児童の感想が肯定的である。

・ 児童の主体的活動中心の学習が展開される。
・ 意見の交流による様々な知識の獲得が期待できる。
・ 自らの責任で学びを進める緊張感と達成感がある。

○ 他教科でも同様、表現力を育む対話型の学習である。
・ 聞く→（比較・共感・批判）→説明する→反応（評価）・ 聞く→（比較・共感・批判）→説明する→反応（評価）

○ 学習の到着点が明確なものであれば、あるほど協調学
習の効果は著しいことが分かった。
・ 何でも「よし」ではなく、ある程度の納得感、共有感を
議論によって導き出す仕掛けが設定されている。
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【課題】

○ 子どもたちの学び合いの中で、協調を起こさせるには、課題の難
易度設定が重要であるが、その設定が容易ではない。
・ 抽象的であったり 易し過ぎたり 難解すぎると話し合いは活性化・ 抽象的であったり、易し過ぎたり、難解すぎると話し合いは活性化
しない。

○ 他の教科と違い、学んだ知識がすぐに活用できるものではない。
表現の技法、文章の構成法、読解法などを学んだとしても、継続的・
発展的な学習経験が、その知識を有効なものへと変化させていく。
・ １回の協調学習で作文が書けるようになったり、 心情変化を読み
取れるようにはならない。

○ 国語科の協調学習の可能性は見えてきたが、どのような学習場面
で有効なのか明確ではない。

○ ジグソーとクロストークのつなぎの部分でつまづく事が多い。クロス
トークの設定の仕方は今後の研究での大きな課題である。

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。


